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労働集約型から
高付加価値サービス提供への転換

システム受話開発、ウェブ制作、人材派遣の3事業を手掛けるc知

的資産経営報告書の作成に取り組むことによって、自社の強み、弱みを

分析することで導き出した将来ビジョンは「労働集約型から高付加価値

サービスを提供する技術集約型への転換」だ。

で

―

‥

社員参おE型の経営へ

人手コンピューターメーカーやシス

テム会|にで情報化推進や SE教 育な

どの維験をlRんだ代表取締役の佐伯

旦香さんが仲間とともに2002年に創

業した。

当初は、システム,H発の受託会社と

してスタート.そ の後、企業のウェブ

制作や技術者派遣、ウェブコンテンツ

制作へと業容を拡大した。

創業以来、経常革新にlRり組んで

きた佐伯さんだったが、「トップけん

引型組織では、いずれ立ち行かなくな

る。社長参加型の経常体制に早く転

換しなければと感じるようになりましたJ

と言う。そんな時に知ったのが、知的

資産経営報告書。社員を巻き込んで

会社について考える好機と判断し、報

告書の作成を決めた.

社員問の共通認識が採まる

知的資産経営報告書支援セミナー

には、仕伯さん以外に、20～ 30代 の

社員4人 が参加した.報 告書作成の

プロセスにおいては、佐伯さんにも1に

貞にも、多くの「気付きJがあったという.

「知的資産を整型分類しながら、//Hさ

らながら自社がいろいろやっていること

に気付いたJ「管理者、経常その立

場で経営をとらえる勉強になったJ「会

社に対する理解が深まったJ「他部署

の業務をよく知ることができた」というの

が、参加した社員たちの感想だ。

f曽 品章向上を目指して

知的資産の一つとして挙げたのが

「フレキシブルな対応J。その一環で、
hITのセル方式

Ⅲ
ともいうべき人材育

成スタイルをとっている。 社 員が専F町

外の業務を担当することで、すべての

業務フローを理解し、一人

でも頑客に対応できるよう

にするもので、「対応の,こ

速化や会社組織の把握、

多種多様な業態を理解す

る力を養うことにもつながっていますJ

とi千う.

羽t午書の作成と同時に、公益財回

法人日本生it性本部の「実効力ある

維■J詔証評価制度にも取り組み、

2010年1サ1に導入認前にを受けた。そ

のプロセスでも、lL貞全員の参加が求

められる。「『実効力ある経営』にお

いても、まず自社を知|ることが重要.そ

の意味で、社員が会社の強み、方向

1■を理解していたことで取り組みがス

ムーズに進みましたJと話す。

今後は「人を集める労lSl集約本4の

ビジネスから、高付加価値サービス

を提供する技術条約千!へのⅢ業転

換Jを日指しており、組織を挙げて経

営『1質向上に地道に取り組んでいく

考えだ。
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